様式第１号（第６条関係） 
 
  年  　月　  日 
舟橋村長
 
（申請者）              　　            
住所又は所在地
商号又は名称
             　　　　　　　　　　代表者の役職及び氏名             
 
富山地方鉄道鉄道線物価高騰対策支援事業費補助金交付申請書 
 
 富山地方鉄道鉄道線物価高騰対策支援事業費補助金の交付を受けたいので、富山地方鉄道鉄道線物価高騰対策支援事業費補助金交付要綱第６条の規定により、関係書類を添えて下記のとおり申請します。 
 
記 
 
1 交付を受けようとする補助金の額 
 交付申請額      金      円 
 
2 交付申請額の内訳 
(1) 燃料費高騰分  金      円 
(2) 資材費等高騰分 金      円 
 
3 添付書類 
 交付申請額計算書（燃料費高騰分・資材費等高騰分） 




交付申請額計算書（燃料費高騰分）
	申請番号
	運行路線名称
	運行路線
	補助対象月
	実車
車両走行キロ ①
	電力使用量
②
	令和２年度平均燃料費調整単価
＋令和２年度各月の電力量料金単価
③
	補助対象月の燃料費
等調整単価
＋補助対象月の電力量料金単価
④
	差額
⑤
（④－
③）
	補助対象
経費
⑥
（②×⑤）
	車両走行キロによる按分率（路線ごと）
⑦
	交付申請額
⑧
（⑥×⑦×
1/2）
※　千円未満切捨て

	
	
	起点
	主  な経由地
	終点
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	（㎞）
	（kwh）
	（円）
	（円）
	（円）
	（円）
	（％）
	（千円）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


【記載要領】
(1) 各路線の「使用電力量」は、路線ごとの実車車両走行キロで按分し、算出すること。
(2) 「令和２年度平均燃料費調整単価＋令和２年度各月の電力量料金単価」及び「補助対象月の燃料費等調整単価＋補助対象月の
　　電力量料金単価」については、契約先の数値を使用すること。この場合において、燃料費等調整単価は、「燃料費調整単価＋市場
　　調整単価」で算出すること。
(3) 交付申請額については、各路線の補助対象月ごとに千円未満の端数を切り捨てること。
(4) 他の補助金の対象となっていない費用に限る。
【添付書類】
(1) 補助対象路線の実車車両走行キロが確認できる書類
(2) 補助対象期間内（令和７年３月～令和８年２月）の各月の電力使用量が確認できる書類
(3) その他村長が必要と認める書類

交付申請額計算書（資材費等高騰分）
月分
直近の購
入年月
直近の
実購入単価
①
実購入単価
②
購入数
③
（千円）
（％）
（円）
（円）
（円）
（円）
月分　合計
0
0
補助対象経費
⑤
（③×④）
車両走行キ
ロによる按
分率
⑥
交付申請額
⑦
（⑤×⑥×
1
/2）
※　千円未
満切捨て
申
請
番
号
品目
（規格）
用途
（簡潔に記載）
令和２年度以前
補助対象月
差額
④
（②-①）

【記載要領】
(1) 令和２年度以前に同一物品を複数回購入している場合は、直近の実購入単価を用いること。
(2) 月ごとに１シートを作成すること。
(3) 交付申請額については、各申請番号の合計額ごとに千円未満の端数を切り捨てること。
(4) 他の補助金の対象となっていない費用に限る。
【添付書類】
(1) 各品目の令和２年度以前の直近の実購入単価が確認できる書類（見積書、納品書、請求書等）
(2) 補助対象月の購入単価及び購入数が確認できる書類
(3) その他村長が必要と認める書類






















